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究上だけでなく、いろいろ勉強になった。ただ、感情としては、ヨーロッパのGemutlichkeitに
強くひかれ、また訪ねたいという気持ちを抑えることができない。(植物生理 第4巻、234-241、
1965) 
「カナダの植物生理学者」
ヨーロッパからカナダに発ったのは1962年9月15日、同じ日の夕方、MontrealをへてOttawa
についた。まず上空からみたカナダの広さに驚いた。 Michigan湖、 Huron湖から大西洋に下
るSt.Lawrence河の流れ、大小さまざまの湖、そして人家のまばらさは、日本やヨーロッパで
はみられない。ソ連についで世界第 2番目の広さをもっ国土に、人口 19，000，000の大部分が米
国との国境近くに集まっているそうだから、北部の未開発地域の広大さは想像もつかない。
Ottawaは北米大陸で最も美しい町の 1つだといっていたので期待していたが、全くあてがは
ずれた。
市外のハイウェイは立派だが、町なかの殺風景さ、道の悪さには失望した。 Ottawaについ
て印象的であったのは家のかまえである。まるで西部劇でみるような、玄関口がテラスになっ
て、ひさしのついた家が多く、凹凸のアスフアルト道路はいかにもほこりっぽい。しかし、あ
とでみた Quebec州の MontrealやQuebec市の町は OttawaやTrorontoとは対照的で落ち
着いたフランス風の情緒がある。
カナダという国は、独立国でありながら英国の Commonwealthの 1員で、女王を頂いてお
り、 Governerが今でもいる。しかし、貨幣制度はドル、セント、交通も右側通行で米国と同様
である。経済的にも米国資本に大部分依存している。カナダ人の中にすら、カナダが米国に統
合されるほうが自然だ、という人がいる。事実、北部に埋蔵されている天然資源の開発、鉱工
業、または消費産業など、ほとんどが米国資本に依存している。その反面、カナダ人には反米
の意識もあって、外交にもそれがあらわれている。カナダの最大の国内問題は人種構成の複雑
さであろう。主として黒人が差別されている米国の人種問題とも少しちがうようである。 Quebec
州を中心としたカトリック信者のフランス系住民と、イギリス系住民との対立、それに戦後移
民してきたイタリ一人がおもになっている、いわゆる NewCanadianの3者が、入り乱れて、
モザイク状に融和しないままでいる。支配階級はおもにイギリス系によって占められ、フラン
ス人と NewCanadianは労働力を構成しているD こうして、ことあるごとにイギリス対フラン
スおよび新カナダ人の対立が表面化する。 Quebec州にはカナダから独立しようという運動があ
るくらいである。イギリス系は、支配層を占めているものの、数の上ではとくにフランス系が
多いので、英仏交通標識など公の表示や公文書はすべて 2ヶ国語で書かれている口 Quebec州
では英語が通用しない所もある。フランス系の独立地下運動はなかなか活発で、私の滞在中、
Quebec市にある Victoria女王の像が爆破されるなどの暴力事件も何度かあった。一般にフラ
ンス人は、本国やアルジ、エなどでも知られているように、派手な行動をとる傾向があるらしい。
Ottawaでも、国鉄職員の昇任に人種差別があったとかで、大学生、労働者のデモ騒ぎをみた。
今は国旗制定ではげしく対立しているらしい。これらヨーロッパ系住民のほか、日系人や中国
人も多い。中国人はカナダに限らず、ヨーロッパ各地にも沢山いる。西欧人は中華料理が一般
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に好きだそうで、中国人の多くは各地で料理屈を開いている。日系人の多く、とくに 1、2世は
戦前、太平洋岸の BritishColumbia州に多数いたそうである。戦争とともに財産は没収され、
北西部の収容所に送られてひどい待遇をうけた。カナダ人のある人達は、この事実はカナダ歴
史の汚点だと言っていた。 戦後釈放され、 1部の人達は中東部に移った。 現在、中東部では
Torontο に日系人が最も多く、英和の両方で書かれた新聞も発行されている(活字は古いもの
らしく、面白い日本語だ、った)0 Ottawaでも政府職員をしている 2、3の日系家族がいる。 3世
になると日本語は全く話せず、私達純粋の?日本人と話すのに英語でないと通じない。従って
彼等には日本人の要素はほとんと守残っていないようである。しかし、彼等の結婚相手には、 2世
の親達が日本人を希望するそうで、面白い心理だと思った。
カナダの主都 Ottawa 人口約 26万、比較的小さい官庁の町である。町全体がとりすました
感じで、全く面白みも情緒もない。ラヴシーンにも Gemutlichkeitがないように感じられる。
若い連中は submarineと呼ばれる、車の中のデートをする。夜、公園の片隅に車を乗り付け、
尾灯をつけたままで(そうしないとパトロールに尋問される)車の中で恋をささやく osubmarine 
がずらりと並んだ夜の景色はなかなか壮観だ、った。映画、音楽会、プロアイスホッケー、プロ
フットボールにいたるまで、人間の集まるときはいつも英国女王の像をかかげて、“Godsave 
the Queen"を歌う。これでは、とくに、はじめカナダを植民地としていたフランス人達カ刊突く
思わないのも当然だろう。 Ottawa 付近の気候は北ヨーロッパの南スエーデン、デンマーク、
北ドイツなどとは大変ちがう。緯度は 10度ほどカナダの方が南になるが、大陸性気候のためか、
冬は寒く、夏は熱い。温度計は華氏を使っているので、はじめわかりにくかったが、人々は、
冬0度F以上なら比較的暖かく、 0度F以下だと寒いと言う。なるほど、そういわれてみると、
車のエンジンの故障も O度 F以下になるとおこりやすい。華氏もカナダのような所では実生活
と結びついている。夏は 6月の中、下旬に摂氏で 36-7度ぐらいになる。しかし、乾燥してい
るせいか、ひどく暑いとは感じない。冬は雪もかなり降るが、一般にからりとした晴れた日が
多く、北ヨーロッパのどんよりとした気候風土とは対照的である。
Ontario州の首都 Torontο は人口 150万の大都市で、 Montreal，Vancouverにつぐ町であ
る。 Toronto，Ottawaはイギリス系の町で、植民地らしく新しい建物が多くて歴史の匂いがな
い。これに対して Quebec州にあるカナダ最大の都会 Montrealや Quebec市は、すべて古め
かしく、フランスの香りの強い所である。外側にラセン階段のついたフランス風の家並みや町
の看板、それに人間の顔つきまでOntario州とちがい、別の国のようである。女の人も、 Ontario
州の英国系でギスギスとして口の大きい不美人にくらべると、 Quebec州にはフランス系の愛敬
のある美人が多い。
私が約 10ヶ月暮らした Ottawaには次のような研究、教育機関がある。 NationalResearch 
Council (NRC)， Department of Agriculture， Ottawa大学、それに Carleton大学である。 NRC
の規模は大したもので、カナダの自然科学の基礎研究の中心をなしている。国費の約 16%が研
究所、大学にあてられているそうで、それらを統括しているのが NRCである。 NRCの研究
所は、 Ottawaのほか、西部の Saskatoonと東部の Halifaxにある。各大学の研究費の多くも
NRCの fundとしてあたえられる。 NRC研究所には、自然科学の各部門が網羅されている。
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植物生理学関係としては、 Plant PhysiologyとCellBiology (もと、 AppliedBiology )の2
つの divisionがある。 前者は主任が translocationのP.R. Gorhamで、光合成の A.S. Holt 
がいる。また、後者は、主任が Acetobacerxylinumの cellulose合成をやっている J.R. Colvin、
それに電子顕微鏡やribosomeをやっている S.T. Bayleyがいる。彼等はすべて officerという
職名をもち、国家公務員である。それぞれの divisionにはこの researchofficerが 2-8人と
technician数人、それに NRCの特徴である Postdoctorate fellowが 2-3人いる。この PD
fellowは毎年数百人世界中から NRCの各研究所、大学などによばれ、各方面の基礎研究に従
事している。カナダでは優秀な研究者が沢山米国へ移るため、国内の人材不足はかなり深刻な
ようである。研究者だけでなく、一般にカナダは人手不足に悩まされている。従って、移民が
多く人種問題もおこる、という悪循環らしい。 PDfellowというのは、研究者の不足を補うた
めのもので、事実、 NRCの研究レベルは PDfellowによって保たれるということである。従
って、 fellowの待遇は比較的よく (年間 5，000ドルの無税給与と往復旅費、配偶者の旅費の 2
/3が支給される)、研究の自由が与えられる。それに伴う義務はない。もっとも、なかには極
端な例もある。ある英国人の fellowは月給をもらいに月 1回 NRCに出勤する以外はゴルフば
かりしていたそうである。 fellowの資格は PhDをもっていることだけなので、各国からいろ
いろな人が集まる。 Commonwealthの関係で、カナダ人以外には英国人とインド人が多いが、
それにつぐのは日本人だそうである。一般に英国人などは PhDとりたての若い連中が、職探し
の腰掛けにやってくる (fellowshipは 2年間もらえる)のに対して、日本人の多くは、本国に
れっきとした職をもった助教授クラスの 35-6歳の人が多い。従って研究歴も充分で、一般に
勤勉なので、大変評判がいし=。私のいた年 (1962-1963)は Ottawaだけで約 30人の日本人
fellowとその家族がいた。日本人 fellowのうち、大部分は工学、物理、化学関係の人で、生
物学は少ない。待遇はまずまずだし、 applicationの手続きも簡単、研究も自由だから生物学の
若い人達はこの制度を大いに利用したらいいと思う。NRCには G.Setterfieldが長くいて、S.T.
Bayleyらと一緒に仕事をしていたので、私も BayleyやJ.R. Colvinたちとは個人的につきあ
っていた。 NRCの人達は外国人 fellowに慣れているので、英語がわかりやすく話しをするの
が楽だ、った。彼等は teachingの義務はないし、立派な設備と豊かな研究費にめぐまれ、また職
階制がないので、のびのびと仕事をしている。 NRCは実験設備だけではなく、図書館が充実し
ている。自然科学のあらゆる部門の内外専門書、雑誌、それに一般雑誌や週間誌にいたるまで
揃っている。日本の多くの大学の紀要もきちんと製本して整理されている。 NRCはまた
Canadian Journalのついた多くの研究雑誌を発行している。植物生理学に関係あるものとして
は、 Botany，Microbiology， Biochemistry， Biochemical Physiologyなどがある。これらの
Journalsのための原図の製図室は立派で、多数の専門家が手早く、きれいに原図をかいてくれ
る。
カナダは、天然資源が豊富なので、鉱工業も盛んだが、国のおもな産業はなんといっても森
林業、農業である。従って、全国各地に Departmentof Agricultureの ExperimentalFarm 
がある。ここでは、農業のための応用農学のほか、基礎研究もさかんにおこなわれている。
Ottawaの本部研究所の植物部門には、光周性をやっているB.G. Cummingがいる。 40年配
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だが、まだ独身で、研究ばかりやっている大変な努力家だという評判だった。また遺伝学部門
には日系研究員の高橋さんがいる。彼は九州大学出身だそうだが、 Montrealの McGill大学で
PhDをとった。夫人はフランス人なので、家庭ではフランス語、職場では英語を使うせいか、
日本語はだいぶ忘れかけているようだった。ある種のヴァイラスの DNAはthymineのかわり
にuracilをもっていることを明かにした研究が注目されている。
Ottawaの 2つの大学のうち、 Carleton大学は英国系の大学として戦後新設された。戦前か
らあった Ottawa大学はカトリック大学でフランス系である。従って、首都に英国系の大学が
ないのはおかしい、というわけで Carleton大学が生まれたそうである。それ以来、両大学は人
種的な背景もあるため、ライバルの関係にある。それは、 PhDの数、卒業生の就職、 NRCの
PD fellowの数、それにスポーツなどに現われる。 Carleton大学の生物学教室は、正教授は動
物学の H.H. J. Nesbitt，スタッフには動物学がそのほか、 associateprofessorと assistant
professorが1人ずつ、植物学はassociateprofessorが3人、 assistantprofessorが1人とい
う構成である。 PhDをもっ人はassistantprofessor、少し経験をつむと associateprofessorに
なる。また、正教授の数は、講座制でないので制限はなく、 associateprofessorの経験を何年
かすると正教授になれるそうである。正教授というのは、研究職の最上級ではなく、廻りもち
で教室の行政上の責任者になる地位だそうでである。従って、 professorと名のつく人はすべて
研究上、教育上独立している。学生達は彼等を Prof.…と呼ばず、 Dr.…と呼んでいる。それ
ぞれの研究室は technicianと学生数人をもっている。もっとも、古い英国系の大学などは必ず
しも同様ではないらしい。たとえば、 Manitoba大学の植物学教室では、E.R.Waygood教授
が講座制をとっているらしかった。助手、つまり teachingassistantは大学院学生で、助手と
しての俸給をもらいながら修士、博士の研究をする。学部 4年になると、学士になって卒業す
るのは日本と同じだが、大学院制度は日本のそれと少しちがう。学部を出ると 2年間の修士過
程へ進むことができるが、その後 2-3年間の博士過程には、同じ大学では進めない。従って、
同じ大学で学部から修士コースまで進学できないので、博士をとるためには、少なくとも 2つ
の大学で学ばなければならない。これは大変いい制度だと思う。もう 1つ変わった点は、修士
過程を経ないで、直接、博士過程に進めることである。カナダでも、博士をとることはかなり
むつかしいそうで、学位をもらうためにはある程度以上の能力と努力を必要とする。従って、
よほどの自信がなければ短距離コースはとらないそうである。つまる、安全な方法は修士をお
えてから博士過程に入ることになる。そうすれば、もし博士過程で挫折しても、修士の学位だ
けは確保するわけである D しかし、この制度は、秀才には大変都合がいし・0 Setterfieldは、修
士をもたない PhDのほうが、両方の学位をもっ人より優秀だと言っていたのも、こういう制度
のためだろう。 従って、早い人は 24-5歳で PhDをとる。 Setterfield自身も、 British
Columbia大学を出たあと、米国 Wisconsin大学短距離コースで PhDをとったそうである。
UBCで同級だ、った、同じ植物学者の Diana夫人が働き、その経済的支援で大いに勉強したと
いうことである。 Setterfieldは 1928年生まれ、細胞学の基礎のある有能な生理学者である。
NRC時代に電子顕微鏡を使って、細胞生長の形態学的基礎を十分に検討し、やがて彼の関心は
細胞内organelleの変化に向いた。今は細胞化学的な方法もとりいれて核酸の研究をしている。
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“自分はカナダの James Bonnerをめざしている"といつも言っている。実験に対するしつよ
うさと直感力の鋭さは彼の特徴であろう。 Vancouverの生家が貧しく、両親の教育程度が低か
ったとかで、彼の会話には slangが多い。しかし、このことを彼自身が自覚していて、文章を
書くときには充分に練って書くそうで、彼の手紙や論文は読みやすい。 1962年6月に Carleton
大学に移ってからは、 teachingに追われて研究の能率はあまりあがっていない。彼の講義は細
胞学と遺伝学で、それぞれの実習も大変がっちりしている。彼がNRCから Carletonに移った
とき、多額の設備費、研究費と、 PD fellowを1人よぶfundをNRCからもらった。従って、
私がCarletonに行ったときは、 Setterieldの研究室の創設期だ、ったわけである。私の滞在中、
NRCの fundで電子顕微鏡、位相差顕微鏡、顕微光電光度計、超遠心分離機などを揃えた。生
物学教室で植物生理学の講座と実習を担当していたのはF.Wightmanである。彼の名は、英国
の WyeCollegeで行われたオーキシンのシンポジウムの editorとして Wainとともに知られ
ている。 Setterfieldは、 Wightmanは Wyeのシンポジウム以外では知られていない、と冗談
まじりに言っていた。 Wyeで PhDをとったのち、 Saskatoonの NRCで PDfellowとして
研究し、そのご後 Carletonの associateprofessorとして赴任した。オーキシンの体内合成の
研究をしている。 C14ー トリプトファンを小麦やキャベツに与え、抽出物をペーパークロマトグ
ラフイーにかけて、 トリプトファンからインドール酢酸までの生合成を追っている。彼は 1927
年生まれ、英国人のためか、彼の研究態度にはヨーロッパ的な欠点があるように思えた。自己
中心的で視野が狭く、研究はやや趣味的である。彼は朝日時に出勤、昼食に帰宅、午後ふたた
び出勤、夕方 4時頃帰宅、という調子である。 仕事はすべて大学院学生にまかせ、自分は午前
と午後の2回、学生達を監督して廻るだけである。彼の理想は、“自宅の一部に実験室を作って、
のんびりと仕事をする"ことだそうである。学生に SetterfieldとWightmanの評判をきくと、
次のようであった。すなわち、 Setterfield:すぐにどなる、しかしあっさありとしている。 girl
watcherで、講義中男子学生は眼中にないらしい。しかし、男らしくて、とくに女子学生に人
気がある。頭がよく、人間的魅力もある。 Wightman:女子学生が嫌い。女性は科学者として男
性に対抗できる能力がない、という信念をもっている。慌てもので、人の言うことに耳をかさ
ず、自分の言いたいことだけを言う。人間的にはあまり魅力がない。 Setterfieldは formalな
ことが大嫌いで、大学院学生や technicianでも彼を Georgeとfirstnameで呼んでいる。も
っとも、彼がすぐに大声でわめくので、煙たがっている教室員もいる。家庭は Diana夫人まか
せで、あまり家庭的な男ではない。欧米人にはめずらしく、結婚指輪もしていない。しかし、
彼には人間的に大変優しい面がある。それが、彼が人に愛される原因であろう。実子がなく、
そのかわり養子を 3人育てている。 7、5、3歳 (1963年)で、上2人が男、下が女で、いずれ
も黒人の血が混じっている。下の女の子には日本人の血も混じっているそうである(そのせい
か、彼女は私が、 Setterfield家に行くと、いつも待ちかねていて傍を離れたがらなかった)、カ
ナダや米国では、孤児を養子にすることは大変むつかしいそうで、将来に対する経済上、精神
上の保証が充分なくてはならない。 3人の養子達は George夫妻の大変な努力で Setterfield家
に迎えられた。“今はいいが、彼等が年頃になって girlfriendやboyfriendを作るときのこと
を考えると頭が痛い"と Goergeは言っていた。とにかく、 Setterfieldという男は、歯に衣を
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きせない開放的な性格のため、いくらかの人達に反感をもたれているが、研究者としても立派
だし、人間的魅力のある若い植物生理学者である。
1963年6月20日から 3日間、カナダ中部Manitoba州Winnipeg市にある Manitoba大学
で、第4回カナダ植物生理学会が開かれた。 WinnipegはOttawaから約 1、000マイル(約 1、
6000Km)のところにある口汽車だと丁度 24時間かかるが、飛行機だと 3時間ぐらいの距離で
ある。北米大陸では飛行機代のほうが汽車賃より安い。 Manitoba州から Ontario州西部は湖
沼地帯で、機上からみると、大小さまざまの湖が沢山ある。というより、まるで巨大な湖のな
かに大小さまざまな島がある、という感じだった。 Manitoba大学のキャンパスは、市の南郊外
にあるが、 dormitoryが宿舎にあてられたので、学会には便利だ、った。
カナダ植物生理学会は、 1958年につくられた新しい学会で、米国、北欧、日本あるいはイン
ドのような学会誌はまだ発行されていない口学会ごとに proceedingsが発行されるだけである。
会長は初代がNRCのP.R. Gorham，次が Manitoba大学のE.R. Waygood，つづいてQueen's
大学のKrotkov，LondonのW.A. Andreae，そして今はToronto大学のD.F. Forwardであ
る。
第4回学会のプログラムは次のようだった:
A会場 B会場
6月20日午前 Metabolism 
午後 Growth regulator ? ?
?
?
?
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? ?
? ?
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6月21日午前
午後
????????
???
?????????
6月22日午前 Translocation Host-parasite physiology 
私がおもにきいたのは第 1日目のオーキシンの 1部と細胞生理学だ、った。オーキシン関係の
講演のうち、 W.A. Andreaeに期待していたが、このときは、エンドウの根の生長に対するオ
ーキシンの影響が、 pHによって変わることを、根によるオーキシンの吸収と体内分解の程度に
よって説明できる、という内容の話しだ、った。彼はドイツ系カナダ人で、戦後カナダに渡り、
Ontario州Londonの農事試験所にいる。 YaleのA.W. Galstonによる、蛋白の熱凝固性が
オーキシンによって変わる、という仕事を批判した。この問題についてAndreaeに尋ねてみた
が、大変おとなしい人で、くわしい意見はきけなかった。細胞生理で、私達のオーキシン-RNA
の問題に質問がかなりあった。また、地元Waygoodらによる、 Senescenceにおける nucleotide
levelの変動の仕事が注目されていた。第 2日目の Symposiumでは、 Californiaから参加し
た F.R. Whatleyの光合成燐酸化に関する講演に人が集まっていた。午後は、市郊外にある開
拓時代の砦の見物のあと、 Selkirkという所に行き、そこで学会が借り切った船、 Keenora号
に乗って RedRiverを下った。船中ではビール、ウイスキーは飲み放題、料理は中華料理だっ
た。人々は、夕暮れの RedRiverや沿岸の景色などそっちのけで、酔っ払って大声で議論した
り、サロンで静かに世間話しをしたりしていた。私はNRCのA.S. HoltやAlbe此a大学の女
性教授、 M.Spencer女史とおもに話しをした。 HoltはSetterfieldの親友なので、 Ottawaで
88 
もよく会った。 Setterfieldも Holtも飲み助で、酔うと大声で好き勝手なことを言う傾向があ
る。とくに Holtは夫婦揃って(夫人はイタリ一系米国人)愉快な連中だ、ったが、酔うとすぐ話
しが pnvacyをおかす内容になるので応対に困ることが多かった。こうして、夜遅くまで大騒
ぎをしたのち、下船して宿舎に帰るもの、 2次会で飲み直すもの、それぞれが好きなようにして
いた。第3日は、私は学会はさぼってWinnipegの市内をぶらぶらしたのち、そのまま Ottawa
に帰った。
Lund大学で 1961年に聞かれたスカンジナピア植物生理学会にくらべると、カナダの学会は
excurslOnやパーティー、夜会ははるかに少なかったが、学会の内容自体は、少なくともオーキ
シンや細胞生理に関する限り、あまり活発とは思えなかった。
生物学のいちじるしい進歩は、たとえば、植物生理学という古くからの定義にとらわれず、
他の分野との交流によって、というより境界領域でおこなわれる、といえるだろう。ヨーロッ
パのようなピラミッド型の集団では、こういう意味から生物学の進歩は困難な条件にあるだろ
う。このことから、ヨーロッパではいま、分子生物学機構が具体化されつつあるそうである。
カナダの場合、 NRCという総合的な基礎研究機関があるから、大いに期待できるかもしれない。
しかし、各分野の人達が充分に協力しているとは言えないようで、たとえば、 NRCの Cell
Biologyの人達は植物生理学会に入っていない。私は米国は見ていないので、米国では生物学の
基礎研究がどうなっているか、植物生理学が他の分野とどう協力して、どのような方向に向か
っているかは、具体的には知らない。しかし、何人かの植物生理学者達の業績をみると、少な
くともこの人達の研究は規模が大きく、将来の発展の可能性を感じさせる。これは、 1つには米
国における基礎研究の機構と学会のありかたによるのだろう。日本では一体、生物学は、そし
て植物生理学はどの方向に進んでいるのだろう、と考えながら私は帰国した。(植物生理 5: 26 
-31、1965)
「第7回国際植物生長調整物質会議j
1934年オランダの Koglらが天然オーキシンであるインドール酢酸の存在をっきとめて以来
35年間の植物ホルモンに関する研究の進歩は著しい。実はこれより早くわが国の研究者によっ
て発見されたジベレリン、戦後発見されたサイトカイニン、アブシジン酸、それに古くから果
実の成熟に働くことによって知られていたエチレンなどの植物ホルモンによって、植物の生長、
分化の調節が行われていることがしだいに認識されはじめた。
過去の国際植物生長調整物質会議 (InternationalConference on Plant Growth Substances) 
において発表された論文の内容と数は、植物ホルモンに関する研究の歴史の一面をよく物語っ
ているようにみえる。正式に第 1回会議として開催されたのは 1949年米国 Wisconsin大学に
おいてF.Skoogの主宰によるものである。この会議の中心課題はオーキシン作用に関するもの
ばかりで、発表された論文数は 39編にすぎなかった。記録によると、この分野の事実上の第 1
回会議はすでに 1937年にParisで聞かれており、会長はデンマークのP.Boysen -J ensenであ
ったという。この会議において発表された論文は“Etudeset recherches sur la phytohormones 
(1938)という本として発行されている O 正式に第 1回会議とされている Wisconsin会議およ
